
「音楽で暮らしに感動を届ける」ザ・シンフォニーホールの情報誌
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定型ハガキに下記の情報を記載いただき、62円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、6.メールアドレス
（メールマガジン受取りの場合）
【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3 ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係
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02	 チェコ・フィルハーモニー管弦楽団
06	 大和証券グループPresents	BBC	Proms	Japan	2019
07	 スイス・ロマンド管弦楽団
	 大和証券グループ	Presents	ライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団
08	 ライト・シンフォニック	コンサート	〜大人の贅沢〜	インタビュー
09	 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール	Vol.5
	 　1830	-3つの1830年、激動の時代を生き抜いた名曲たち-	インタビュー
10	 The	Symphony	Hall×関西4オーケストラ	2019−2020
	 　Concert	Line	Up！
12	 Osaka	Shion	Wind	Orchestra	2019-2020
13	 The	Symphony	Hall	Big	Band		Vol.14	スペシャルゲスト	古澤巌
14	 大阪交響楽団	0歳児からの“光と映像で楽しむオーケストラ”Vol.14
	 ズーラシアン吹奏楽部！大阪公演
15	 関西フィル	第5回親子定期演奏会
	 オールバッハ名曲選!!	真夏のオルガンコンサート2019
16 〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール	ソワレ・シンフォニー	Vol.13 インタビュー
17 3大Bプロジェクト	中村太地	ヴァイオリン・リサイタル インタビュー
18	 The	Symphony	Hall×和太鼓松村組	夏祭り	2019	心躍る夏
	 きたやまおさむプロデュース	杉田二郎	きたやまおさむを歌う
	 　〜ちょうど良いかげんなコンサート〜
19 外山雄三	「三大交響曲」 インタビュー
	 トヨタ・マスター・プレイヤーズ，ウィーン	ウィーン・プレミアム・コンサート
20 台湾フィルハーモニック
	 尾高忠明×大阪フィルハーモニー交響楽団	ブラームス・チクルス	-ロマン派の豊穣-
21	 イタリア交響楽団
	 山形交響楽団	特別演奏会	さくらんぼコンサート2019	大阪公演
22	 ABCテレビ主催公演・イベント情報
26	 日本センチュリー交響楽団
28	 welcome	more	musicians!
29	 ホールトピックス
30	 堀江政生のシンフォニア・アワーVol.32
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ボリショイ・バレエの最高位ダンサーである

スヴェトラーナ・ザハーロワと世界的ヴァイオリニスト

ワディム・レーピンによる究極のコラボレーションが

ザ・シンフォニーホールで初開催される。

バレエ「瀕死の白鳥」。死が迫った白鳥の、

最期の生命の輝きを表現するソロは、

選ばれしダンサーだけが踊ることができる。

レーピンが奏でる旋律に乗って、

披露される優美なステージは、

クラシック音楽ファンもバレエファンも必見だ。

ロシアの至宝と称される芸術家夫婦の
夢の共演が、待望の関西初上陸！

ザ
ハ
ー
ロ
ワ
と
レ
ー
ピ
ン
。

芸
術
家
夫
婦
に
よ
る
究
極
の
交
歓
。

至
高
の
音
楽
と
バ
レ
エ
が
溶
け
合
う

最
高
の
瞬
間
を
お
見
逃
し
な
く
！

www.symphonyhall.jp

contents

※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいります。○お
客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個人情報は、以下の
目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印刷物の発送（2）ザ・シンフォ
ニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シンフォニーホールの事業、サービスの開
発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シン
フォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行うものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に
処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォンを
ご使 用の方はこちら
からアクセスしていた
だけます。

表紙の一枚「スヴェトラーナ・ザハーロワ ＆ ワディム・レーピン “パ・ド・ドゥ for Toes and 
Fingers” －瀕死の白鳥－
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登録費
年会費
 無料！

●先行予約：3月21日（木・祝）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

3月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

ミハイル・ロブーヒン［バレエ］
Mikhail Lobukhin

スヴェトラーナ・ザハーロワ［バレエ］
Svetlana Zakharova

ワディム・レーピン［ヴァイオリン］
Vadim Repin

[ヴァイオリン]ワディム・レーピン
[バレエ]スヴェトラーナ・ザハーロワ
[バレエ]ミハイル・ロブーヒン、デニス・サーヴィン ほか　
フェスティバル・アンサンブル（リーダー：南紫音）
-------------------------------------------------------------------------
パガニーニ：“ヴェネツィアの謝肉祭”による変奏曲 op.10 ★
グラズノフ：『ライモンダ』より“グラン・アダージョ” [振付]牧阿佐美 ◆
サン＝サーンス：序奏とロンド・カプリチオーソ op.28 ★
ヘンデル：『ヘンデル・プロジェクト』＊録音音源を使用 [振付]マウロ・ビゴンゼッティ ◆
フロロフ：2つのヴァイオリンとオーケストラのためのディヴェルティメント
モレッティ：『カラヴァッジオ』[振付]マウロ・ビゴンゼッティ ◆
サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン ★
サン＝サーンス：瀕死の白鳥 [振付]ミハイル・フォーキン ◆
マスネ：タイスの瞑想曲 ★
バッツィーニ：妖精の踊り op.25 [振付]ヨハン・コボー ◆
◆ザハーロワ出演曲　★レーピン・ソロ曲
※当初の予定から曲目が一部変更となりました。
------------------------------------------------------------------------
2019.6/5（水） 7:00PM 
SS 16,200円　S 10,800円 　A 6,480円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]AMATI／ザ・シンフォニーホール

発売中

ワディム・レーピン

スヴェトラーナ・ザハーロワ

－瀕死の白鳥－
“パ・ド・ドゥ for Toes and Fingers”
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ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団
第1コンサートマスター

愴
」》。
作
曲
家
が
こ
の
世
を
去
る
９
日

前
に
初
演
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、彼
の

悲
劇
的
な
死
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
緩
徐
楽
章
を
置
く
ス
タ
イ
ル
は
、

マ
ー
ラ
ー
ら
の
交
響
曲
に
も
引
き
継
が

れ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
５
拍
子
の
ワ
ル
ツ

が
用
い
ら
れ
る
な
ど
ロ
シ
ア
の
息
吹
も

感
じ
ら
れ
る
。

　

チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
は
、
ビ
シ
ュ
コ
フ
の

濃
厚
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
タ
ク
ト
を

通
し
て
、大
地
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
満

喫
さ
せ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

（
文　

道
下
京
子
）

Review チェコ・フィルハーモニー管弦楽団

　

東
欧
が
世
界
に
誇
る
、チ
ェ
コ
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団（
以
下 

チ
ェ

コ
・
フ
ィ
ル
）が
２
年
ぶ
り
に
こ
の
ホ
ー

ル
を
訪
れ
る
。
首
都
プ
ラ
ハ
を
拠
点
と

す
る
こ
の
管
弦
楽
団
は
、
１
８
９
６
年

の
最
初
の
演
奏
会
に
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

が
指
揮
台
に
立
っ
て
以
来
、輝
か
し
い

伝
統
を
築
き
上
げ
て
き
た
。

　

前
回
の
公
演
直
前
に
、音
楽
監
督
の

イ
ル
ジ
ー
・
ビ
エ
ロ
フ
ラ
ー
ヴ
ェ
ク
が

急
逝
。
今
回
の
公
演
で
シ
ェ
フ
を
務
め

る
の
は
、ロ
シ
ア
出
身
の
セ
ミ
ヨ
ン
・
ビ

シ
ュ
コ
フ
で
あ
る
。
パ
リ
管
弦
楽
団
の

音
楽
監
督
や
ド
レ
ス
デ
ン
国
立
歌
劇
場

の
首
席
指
揮
者
を
歴
任
し
、
２
０
１
８

年
10
月
よ
り
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
の
音
楽

監
督
・
首
席
指
揮
者
に
就
任
。
オ
ペ
ラ

に
も
精
通
し
た
世
界
的
な
マ
エ
ス
ト
ロ

だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
チ
ェ
コ
が
生
ん
だ

19
世
紀
最
大
の
作
曲
家
ス
メ
タ
ナ
と
、

同
じ
時
代
を
ロ
シ
ア
で
生
き
た
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
に
よ
る
構
成
で
あ

る
。

　
《
交
響
詩「
わ
が
祖
国
」》は
、
ス
メ
タ

ナ
が
祖
国
へ
の
思
い
を
強
烈
に
表
わ

し
た
作
品
。
チ
ェ
コ
に
は
、
１
９
４
６

年
か
ら
続
く
音
楽
の
祭
典「
プ
ラ
ハ
の

春
音
楽
祭
」が
あ
る
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ（
ス
メ
タ
ナ
の
命
日
）に
、チ
ェ
コ
・

フ
ィ
ル
に
よ
っ
て《
交
響
詩「
わ
が
祖

国
」》が
演
奏
さ
れ
る
の
が
慣
例
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
公
演
で
は
、
６
曲
か

ら
な
る
こ
の
交
響
詩
の
な
か
か
ら
、日

チェコ・フィルハーモニー
管弦楽団

1
[指揮]セミヨン・ビシュコフ
[ヴァイオリン]樫本大進　[管弦楽]チェコ・フィルハーモニー管弦楽団
------------------------------------------------------------------------------------
スメタナ：連作交響詩「我が祖国」より「モルダウ」
チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.35
チャイコフスキー：交響曲 第6番 ロ短調 「悲愴」 op.74
------------------------------------------------------------------------------------
2019.10/27（日） 2:00PM
S席 19,000円　A席 16,000円　B席 13,000円　C席 10,000円
プレミアム席 24,000円 （税別） ※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
先行予約：3/21（木・祝） 一般発売：3/24（日）

本
で
も
多
く
の
人
に
広
く
親
し
ま
れ
て

い
る「
モ
ル
ダ
ウ
」が
披
露
さ
れ
る
。

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
ビ
シ
ュ
コ

フ
の
十
八
番
だ
。
彼
は
、現
在「
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
た
ず

さ
わ
っ
て
お
り
、今
年
そ
の
最
終
章
を

迎
え
る
。
こ
の
公
演
で
演
奏
さ
れ
る
２

曲
に
は
、作
曲
家
の
深
い
想
い
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
旋
律
や
音
の
響
き

に
郷
愁
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
》は
、古
今
東

西
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
愛
奏
す
る

作
品
。
叙
情
豊
か
な
旋
律
線
に
富
み
、

同
時
に
ロ
シ
ア
の
情
趣
の
漂
う
こ
の
協

奏
曲
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
創
意

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
の
は
、世
界

最
高
峰
の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
で
第
1
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
を
務
め
る
樫
本
大
進
。
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
も
、
ラ
ト
ル
や
ネ
ル
ソ
ン

ス
の
タ
ク
ト
の
も
と
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
舞
台
に
立
ち
、小
澤
征
爾
や
チ
ョ
ン
・

ミ
ョ
ン
フ
ン
ら
名
だ
た
る
指
揮
者
と
共

演
を
重
ね
る
。
彼
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

は
、バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
秀
で
、歳
を
重
ね

る
ご
と
に
そ
の
音
楽
は
洗
練
さ
を
増
し

て
い
る
。
今
回
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

演
奏
で
は
、師
の
ザ
ハ
ー
ル
・
ブ
ロ
ン
仕

込
み
の
ロ
シ
ア
の
伝
統
と
と
も
に
、世

界
最
高
峰
の
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

最
晩
年
の
傑
作《
交
響
曲 

第
６
番「
悲

ザ・シンフォニーホール2019年下半期のメインコンサート、
チェコ・フィルハーモニー管弦楽団大阪公演が決定！ 
交響詩「わが祖国」より「モルダウ」の演奏、チェコ・フィル×樫本大進の
豪華共演という強力なラインナップで感動と興奮の世界へ誘う。

チェコ・フィル新時代を目撃！
伝統と革新のサウンドを堪能する

世界屈指の名門オーケストラの熱演再び――
ザ・シンフォニーホールに響く望郷の音

指
揮
：
セ
ミ
ヨ
ン
・
ビ
シ
ュ
コ
フ

ヴァイオリン

樫本大進

世
界
一
流

プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の

ト
ッ
プ
に
立
つ

Daishin
Kashimoto

©Keita Osada
（Ossa Mondo A&D）

©Petra Hajska
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Review チェコ・フィルハーモニー管弦楽団

　

中
世
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
美
し
い
街
並
み
を
誇
る
チ
ェ
コ

共
和
国
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
部
に
位
置
し
、

日
本
の
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、四

季
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
多
く
の

古
い
建
築
物
は
当
時
の
姿
を
と
ど
め
、

世
界
遺
産
も
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

首
都
プ
ラ
ハ
に
は
、10
世
紀
ご
ろ
の

ロ
マ
ネ
ス
ク
か
ら
18
世
紀
ご
ろ
ま
で

の
バ
ロ
ッ
ク
、
そ
の
後
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
の
建
築

物
が
残
っ
て
い
る
。
町
の
中
心
部
に
は

チ
ェ
コ
の
国
家
独
立
の
シ
ン
ボ
ル
、
ヤ

ン
・
フ
ス
像
が
建
つ
。
宗
教
改
革
を
唱

え
て
火
刑
に
処
さ
れ
る
も
、彼
の
信
念

は
フ
ス
戦
争（
１
４
１
９
〜
36
年
）へ
と

発
展
し
た
。
そ
し
て
ス
メ
タ
ナ
の《
交

響
詩「
わ
が
祖
国
」》の
第
２
曲
の
題
材

に
な
っ
た
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ（
モ
ル
ダ
ウ
）川

は
プ
ラ
ハ
の
中
心
部
を
流
れ
、
そ
の
西

岸
に
は
プ
ラ
ハ
城
が
そ
び
え
る
。

　

チ
ェ
コ
国
内
に
は
古
城
が
数
多
く
あ

り
、
ホ
テ
ル
と
し
て
宿
泊
で
き
る
城
も

あ
る
。
素
朴
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
、郊

外
に
は
美
し
い
田
園
風
景
が
佇
む
。
カ

ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
な
ど
の
温
泉
保
養

地
、
ま
た
ゴ
ル
フ
場
も
多
い
。
そ
し
て

チ
ェ
コ
と
言
え
ば
、
ピ
ル
ス
ナ
ー
・
ビ
ー

ル
を
は
じ
め
と
し
た

多
彩
な
銘
柄
の
ビ
ー

ル
も
有
名
。
ガ
ラ
ス

産
業
も
盛
ん
で
、ボ
ヘ

ミ
ア
ン
ガ
ラ
ス
は
お

み
や
げ
の
定
番
だ
。

2

　

チ
ェ
コ
は
古
い
歴
史
を
持
つ
王
国
で

あ
る
。
し
か
し
、15
世
紀
半
ば
に
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
し

ま
う
。
そ
の
き
っ
か
け
は
フ
ス
戦
争
だ
。

さ
ら
に
30
年
戦
争
の
緒
戦
で
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
敗
北
後
、従
属
国
の
扱
い
を
受

け
た
。
チ
ェ
コ
に
は
古
く
か
ら
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
の
劇
場
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る

が
、
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
は
チ
ェ
コ
語
を
継

承
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。

　

第
一
次
大
戦
の
終
結
に
よ
り
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
い
う
国
家
が
生
ま
れ

た
も
の
の
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
議
に
よ
っ

て
国
土
の
一
部
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に

割
譲
さ
れ
、
や
が
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
は
解
体
。
第
二
次
大
戦
後
、
チ
ェ
コ

ス
ロ
バ
キ
ア
は
社
会
主
義
国
と
な
り
、

ボ
ヘ
ミ
ア
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ス
ロ
バ
キ

ア
の
３
国
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

１
９
８
９
年
か
ら
の
ビ
ロ
ー
ド
革
命
に

よ
り
民
主
化
さ
れ
、
ボ
ヘ
ミ
ア
と
モ
ラ

ヴ
ィ
ア
か
ら
な
る
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ

ア
は
１
９
９
３
年
に
分
離
独
立
。
現
在

に
至
る
。

　

様
々
な
戦
い
や
苦
難
の
記
憶
は
、

チ
ェ
コ
の
人
々
の
心
か
ら
消
え
失
せ
る

こ
と
は
な
い
。
チ
ェ
コ
の
作
曲
家
の
音

楽
に
は
、祖
国
へ
の
限
り
な
い
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
と
と
も
に
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ

て
い
る
。
独
立
運
動
に
も
参
加
し
た
ス

メ
タ
ナ
作
曲《
交
響
詩「
わ
が
祖
国
」》の

第
５
曲「
タ
ー
ボ
ル
」に
は
、
フ
ス
教
徒

の
賛
歌
も
引
用
さ
れ
た
。
ま
た
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
の
賛
歌《
白
山
の
後
継
者
た

ち
》は
、30
年
戦
争
に
ち
な
ん
で
い
る
。

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
や
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー
な
ど

の
作
曲
家
も
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
や
ボ
ヘ
ミ

ア
の
響
き
を
受
け
継
い
だ
。

　

プ
ラ
ハ
に
は
音
楽
の
名
所
が
点
在

す
る
。
芸
術
家
の
家
に
は
、「
プ
ラ
ハ
の

春
」音
楽
祭
の
メ
イ
ン
会
場
、ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
が
あ
る
。
こ
の
劇
場

の
前
身
で
あ
る「
仮
劇
場
」で
チ
ェ
コ
・

フ
ィ
ル
は
１
８
９
６
年
に
第
1
回
の
演

奏
会
を
開
催
し
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が

指
揮
台
に
立
っ
た
。
現
在
も
こ
こ
が

チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
の
本
拠
地
だ
。

　

ス
メ
タ
ナ
が
住
ん
で
い
た
ス
メ
タ
ナ

博
物
館
は
、欄
干
に
30
の
聖
人
像
の
施

さ
れ
た
カ
レ
ル
橋
の
た
も
と
に
あ
る
。

国
立
オ
ペ
ラ
劇
場
は
か
つ
て
ド
イ
ツ
劇

場
と
呼
ば
れ
た
。
対
す
る
国
民
劇
場

は
チ
ェ
コ
の
文
化
を
尊
重
す
べ
く
建
設

さ
れ
、指
揮
者
ス
メ
タ
ナ
と
ヴ
ィ
オ
ラ

奏
者
を
務
め
て
い
た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

は
こ
こ
で
出
会
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ

の
他
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の

美
し
い
ス
メ
タ
ナ
・
ホ
ー
ル
、
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
博
物
館
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が《
ド

ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》を
初
演
し
た
エ
ス

テ
ー
ト
劇
場
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
博
物
館

ベ
ル
ト
ラ
ム
カ
、
そ
し
て
チ
ェ
コ
音
楽

博
物
館
な
ど
。
チ
ェ
コ
に
は
今
も
昔
も

変
わ
る
こ
と
な
く
、人
々
の
祖
国
へ
の

愛
と
誇
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
謳
っ
た
音

楽
が
街
中
に
色
濃
く
息
づ
い
て
い
る
。

（
文　

道
下
京
子
）

世界で最も美しい街のひとつと言われるチェコ。
古くからある美しい建造物や豊かな田園風景は人々を魅了する。
偉大な音楽家たちとの由縁も深いチェコとは、どんな国なのか――。

美しき祖国に思いを馳せる。豊かな街並みと
チェコ・フィルの歴史を辿る

聖ニコラス教会、天文時計など、ベロケや
ゴシック様式の歴史的建造物が建ち並ぶ

プラハ城の遠景とヴルタヴァ（モルダウ）川。
ライトアップされて浮かび上がる姿が美しい。

「わが祖国」の第1曲の題材となったヴィシェフ
ラットの城跡。城跡内へは終日入場できる。

チェコ国内最長の川 ヴルタヴァ（モルダ
ウ）川はチェコの雄大な自然の象徴だ。

チェコ・フィルの本拠地であるルドルフィヌム。プ
ラハの春音楽祭の主要開催地となっている。

聖ニコラス教会の美しい天井画。中には、モー
ツァルトが使用していたオルガンもある。

3 あの感動をもう一度体感してほしい。
2017年 チェコ・フィル公演。

　

２
０
１
７
年
、
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
の

黄
金
時
代
を
築
い
て
き
た
首
席
指
揮

者 

イ
ル
ジ
ー
・
ビ
エ
ロ
フ
ラ
ー
ヴ
ェ

ク
が
急
逝
。
日
本
ツ
ア
ー
を
前
に
、

チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
を
愛
す
る
す
べ
て

の
人
が
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
た

が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
代
役
を
務
め

た
ペ
ト
ル
・
ア
ル
ト
リ
ヒ
テ
ル
は
、
ビ

エ
ロ
フ
ラ
ー
ヴ
ェ
ク
の
遺
志
を
継
ぐ

よ
う
に
団
結
し
、大
規
模
な
日
本
ツ

ア
ー
を
完
遂
し
た
。

　

６
年
ぶ
り
の
来
演
と
な
っ
た
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
公
演
で
は
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク「
謝
肉
祭
」、交
響

曲 

第
５
番「
皇
帝
」、
ア
リ
ス
＝
紗

良
・
オ
ッ
ト
と
共
演
し
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン 

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
９
番「
新

世
界
よ
り
」と
い
う
十
八
番
で
圧
倒
。

チ
ェ
コ
の
音
楽
の
神
髄
を
見
せ
つ
け

て
く
れ
た
。

　

チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
新
時
代
。
今
秋
、

伝
統
と
革
新
の
響
き
が
生
み
出
す
感

動
の
瞬
間
が
、再
び
訪
れ
る
。

写真提供：チェコ政府観光局

©Martin Rak

©Martin Rak©Libor Sváček©Libor Sváček

©Martin Mařák

©Petra Hajská
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創立100周年を記念した来日プログラム。
対比する2つの名作を情熱たっぷりに届ける。

発売中

大和証券グループ Presents ライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団

スイス・ロマンド管弦楽団

ドイツ伝統の重厚サウンドを体感。世界最古の
オーケストラの新時代は見逃せない！

　

創
立
１
０
０
周
年
の
シ
ー
ズ
ン
を
記
念
す
る

ツ
ア
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
演
目
を
ひ
っ
さ
げ
て
、

ス
イ
ス
・
ロ
マ
ン
ド
管
弦
楽
団
が
大
阪
の
地
を

踏
む
。
マ
ー
ラ
ー
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
も
最
高

傑
作
と
う
た
わ
れ
る
第
６
番
。
そ
の
ス
コ
ア
を

彩
る
大
胆
華
麗
に
し
て
繊
細
な
音
響
効
果
は
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
空
間
に
う
っ
て

つ
け
だ
。

　

鋭
利
な
分
析
力
と
深
い
思
索
性
を
兼
ね
備
え

た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ノ
ッ
ト
の
マ
ー
ラ
ー
解
釈
は
、

世
界
的
に
評
価
も
高
い
。
ス
イ
ス
の
フ
ラ
ン
ス

語
圏
を
代
表
す
る
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る

と
同
時
に
、ワ
ー
グ
ナ
ー
や
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
を
得
意
と
す
る
巨
匠
た
ち
に
も
薫

陶
を
受
け
て
き
た
ス
イ
ス
・
ロ
マ
ン
ド
は
、彼
に

と
っ
て
共
同
作
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
申
し

分
の
な
い
楽
団
で
も
あ
ろ
う
。

　

前
半
を
飾
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
、
伸
び

盛
り
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
清
新
の
息
吹
を

ふ
り
ま
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
。

そ
の
叙
情
性
や
小
気
味
よ
く
溌
剌
た
る
表
情

が
、
続
く
マ
ー
ラ
ー
の
悲
劇
的
な
大
交
響
曲
と

鮮
や
か
な
対
比
感
を
お
り
な
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

心
憎
い
。
充
実
の
ス
テ
ー
ジ
が
待
ち
受
け
て
い

る
。

（
文　

木
幡
一
誠
）

　

伝
統
を
誇
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
世
界
中
に

数
多
い
が
、ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ

ス
管
弦
楽
団
ほ
ど
輝
か
し
い
歴
史
を
歩
ん
で
き

た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
な
い
。
な
に
し
ろ
設
立
は

１
７
４
３
年
。
市
民
階
級
に
よ
る
自
主
運
営

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
は
世
界
最
古
の
存
在

だ
。
こ
れ
ま
で
に
大
作
曲
家
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
を
は
じ
め
、
ニ
キ
シ
ュ
、
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ

ラ
ー
と
い
っ
た
名
だ
た
る
音
楽
家
を
楽
長
に
招

い
て
き
た
。
２
０
１
８
年
か
ら
は
現
在
も
っ
と

も
多
忙
な
指
揮
者
の
ひ
と
り
、ア
ン
ド
リ
ス
・
ネ

ル
ソ
ン
ス
を
楽
長
に
招
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

そ
の
ネ
ル
ソ
ン
ス
と
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ

ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
が
6
月
に
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
訪
れ
る
。
こ
の
コ
ン
ビ

で
は
初
の
来
日
だ
。
曲
は
マ
ー
ラ
ー
の
歌
曲

集「
子
供
の
不
思
議
な
角
笛
」抜
粋（
バ
リ
ト
ン
：

ト
ー
マ
ス
・
ハ
ン
プ
ソ
ン
）と
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
交
響
曲
第
5
番
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

で
は
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ら
で
は
の
深
く

重
厚
な
サ
ウ
ン
ド
が
聴
き
も
の
。

　

ネ
ル
ソ
ン
ス
の
自
在
の
指
揮
が
、
心
揺
さ
ぶ

る
熱
い
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
を
描
き
出
す
。

（
文　

飯
尾
洋
一
）

T he  Sy mphony  H a l l  Spec i a l  Selec t ion
世 界 ト ッ プ オ ー ケ ス ト ラ が ザ ・ シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル の 春 を 彩 る ！

[指揮]ジョナサン・ノット　[ヴァイオリン]辻 彩奈
-------------------------------------------------------------------------
メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲 ホ短調 op.64
マーラー：交響曲第6番 イ短調「悲劇的」
-------------------------------------------------------------------------
2019.4/14（日） 2：00PM 
S 14,000円　A 11,000円　B 8,000円　C 6,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]カジモト・イープラス 0570-06-9960
[主催]KAJIMOTO／ABCテレビ

発売中

4/14
(Sun)

6/2
(Sun)

[指揮]アンドリス・ネルソンス
[バリトン]トーマス・ハンプソン
-------------------------------------------------------------------------
マーラー：歌曲集「子供の不思議な角笛」から
チャイコフスキー：交響曲第5番 ホ短調 op.64
-------------------------------------------------------------------------
2019.6/2（日） 2：00PM 
S 23,000円  A 20,000円  B 17,000円  C 14,000円  D 10,000円（税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]カジモト・イープラス 0570-06-9960
[主催]KAJIMOTO

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ノ
ッ
ト

ト
ー
マ
ス
・
ハ
ン
プ
ソ
ン

ア
ン
ド
リ
ス
・
ネ
ル
ソ
ン
ス

辻 

彩
奈
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今
年
２
月
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
レ

ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
大
好
評
を

博
し
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
川
井

郁
子
が
、
８
月
の
ラ
イ
ト
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
が
決
定

し
た
。
大
人
の
心
を
優
雅
な
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
で
満
た
す
こ
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
、

今
回
も「
大
人
の
贅
沢
」を
テ
ー
マ
に

多
彩
な
愛
の
名
曲
を
お
贈
り
す
る
。

　

予
定
演
目
は
、
ロ
ド
リ
ー
ゴ「
恋
の

ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
」、モ
ン
テ
ィ
「
チ
ャ
ー

ル
ダ
ー
シ
ュ
」、
ピ
ア
ソ
ラ「
リ
ベ
ル
タ

ン
ゴ
」な
ど
、薫
り
高
い
名
曲
が
多
数
。

そ
の
選
曲
意
図
を
川
井
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
「
今
回
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
よ
り
も
、

も
っ
と
大
人
の
方
に
向
け
た
愛
の
名

曲
を
選
び
ま
し
た
。
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル

が
お
し
ゃ
れ
を
し
て
外
に
出
か
け
、充

実
し
た
大
人
の
夜
を
楽
し
み
な
が
ら
、

五
感
を
満
た
す
。
そ
し
て
２
人
の
愛

を
、改
め
て
確
か
め
た
り
深
め
た
り
す

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
」

　

川
井
自
身
が
最
近〝
五
感
が
満
た
さ

れ
た
時
〞を
尋
ね
る
と
、

　
「
昨
年
、演
奏
旅
行
で
岩
手
県
に

行
っ
た
際
に
見
上
げ
た
満
天
の
星
空

の
輝
き
。
あ
と
、や
は
り
昨
年
で
す
が
、

フ
ラ
ン
ツ
・
ウ
ェ
ル
ザ
＝
メ
ス
ト
指
揮

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
。

ど
ち
ら
も
圧
倒
的
で
贅
沢
な〝
生
〞と

〝
気
〞に
あ
ふ
れ
て
い
て
、大
き
な
活
力

と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き

ま
し
た
」

ライト・
シンフォニック
コンサート

Interview

Interview ライト・シンフォニック コンサート ～大人の贅沢～

　

今
回
の
共
演
は
、太
田
弦
が
指
揮
す

る
大
阪
交
響
楽
団
。
ま
た
、人
気
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
羽
川
英
樹
が
司
会
を
務

め
る
の
も
大
き
な
聴
き
ど
こ
ろ
だ
。

　
「
太
田
さ
ん
も
羽
川
さ
ん
も
こ
れ
が

初
共
演
。
太
田
さ
ん
は
今
年
４
月
か

ら
大
阪
交
響
楽
団
の
指
揮
者
に
就
任

す
る
注
目
の
若
手
で
す
し
、羽
川
さ
ん

は
学
生
時
代
に
合
唱
団
で
指
揮
と
バ

リ
ト
ン
を
担
当
し
た
音
楽
通
だ
そ
う

で
す
ね
。
そ
れ
に
大
阪
交
響
楽
団
と

は
久
し
ぶ
り
の
共
演
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、今
回
は
素
敵
な
化
学
反

応
が
た
く
さ
ん
起
こ
り
そ
う
で
楽
し

み
で
す
」

　

そ
し
て
当
公
演
で
最
も
楽
し
み
な

の
が
、作
曲
や
編
曲
を
手
が
け
る
川
井

の
手
腕
を
存
分
に
楽
し
め
る
選
曲
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
最
た
る
例

が
、自
作
曲「
赤
い
月
」の
新
編
曲
だ
。

　
「
２
０
１
７
年
に
発
表
し
た
ア
ル
バ

ム『
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
』の
収
録
曲
で
、月
と
対

峙
し
て
き
た
人
々
の
様
々
な
想
い
や

営
み
を
音
に
託
し
ま
し
た
。
照
ら
さ

れ
る
光
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
る
月
は
、

女
性
の
よ
う
で
す
よ
ね
。
男
女
の
情

熱
的
な
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の『
赤

い
月
』は
、録
音
で
は
太
鼓
や
篠
笛
を

は
じ
め
と
し
た
和
楽
器
と
コ
ラ
ボ
。
で

も
、今
回
の
新
編
曲
は
大
阪
交
響
楽
団

と
の
共
演
な
の
で
、西
洋
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
ら
で
は
の
迫
力
に
満
ち
た
演
奏

を
ご
期
待
く
だ
さ
い
！
」

（
取
材
＆
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

©Shintaro Shiratori / Sony Music Labels,Inc.

～大人の贅沢～
今夜、あの人を誘って――。
川井郁子とオーケストラが贈る、
薫り高き大人の愛のうた

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
川
井
郁
子

大阪交響楽団

L I G H T  S Y M P H O N I C  C O N C E R T

[ヴァイオリン]川井郁子　[指揮]太田 弦
[オーケストラ]大阪交響楽団　[司会]羽川英樹
-----------------------------------------------------------
ロドリーゴ（川井 郁子 編曲）：恋のアランフェス／モンティ：
チャールダーシュ／ピアソラ：リベルタンゴ／オブリビオン／ビ
ジョルド：エル・チョクロ／川井郁子：赤い月　ほか
-----------------------------------------------------------
2019.8/24（土） 2:00PM
S 5,400円　A 4,320円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪交響楽団
先行予約：3/21（木・祝）  一般発売：3/24（日）

8Sinfonia



1830
Interview 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール Vol.5 1830 －3つの1830年、激動の時代を生き抜いた名曲たち－

親
が
務
め
て
い
る
。

　
「
飯
森
氏
は
同
世
代
で
す
が
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
な
ど
の
器
楽
奏
者
と
比
べ
て
指

揮
者
は
ゆ
っ
く
り
と
成
熟
し
て
い
く
の

で
、彼
は
ち
ょ
う
ど
今
、円
熟
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
10
年
く
ら
い
で
日
本
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は
団
員
の
世
代
交
代
も
あ

り
、格
段
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
も

生
命
力
の
感
じ
ら
れ
る
よ
い
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
よ
」

　

シ
ョ
パ
ン
の
第
1
番
は
名
曲
中
の
名

曲
だ
が
、清
水
は
な
ん
と
約
25
年
ぶ
り

に
演
奏
す
る
の
だ
と
い
う
。

　
「
デ
ビ
ュ
ー
し
た
１
９
８
２
年
、ま
だ

協
奏
曲
は
一
度
も
弾
い
た
こ
と
が
な

く
、一
年
で
十
三
曲
の
協
奏
曲
を
勉
強

し
ま
し
た
。
中
で
も
シ
ョ
パ
ン
の
第
1

番
は
四
日
間
で
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
シ
ョ
パ

ン
の
最
大
の
魅
力
は
、そ
の
誇
り
高
さ
、

そ
し
て
凛
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
協
奏
曲
と
比
べ

る
と
シ
ョ
パ
ン
の
場
合
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
控
え
め
で
伴
奏
に
徹
す
る
と
い
う

感
じ
で
す
が
、シ
ョ
パ
ン
は
、ピ
ア
ノ
に

ふ
さ
わ
し
い
音
楽
を
書
く
こ
と
に
長
け

た
天
才
で
す
ね
」

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
清
水
は
開
場
当
初
、
そ
の
響
き
の
素

晴
ら
し
さ
に
驚
嘆
し
た
と
い
う
。

　
「
こ
ん
な
音
響
の
よ
い
ホ
ー
ル
が
あ

る
の
か
と
大
変
驚
き
ま
し
た
。
当
時
は

音
楽
が
豊
か
に
鳴
っ
て
く
れ
る
ホ
ー
ル

と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
、
よ
り
ク
リ
ア
な
響
き
が
際
立
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
大
阪

の
お
客
様
は
本
当
に
盛
り
上
が
っ
て

く
れ
ま
す
の
で
、弾
く
の
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
ね
。
今
回
の
演
奏
会
で
は
、

シ
ョ
パ
ン
と
同
じ
く
１
８
３
０
年
に
書

か
れ
た
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
名
作《
幻
想

交
響
曲
》、そ
し
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

の
序
曲《
フ
ィ
ン
ガ
ル
の
洞
窟
》も
合
わ

せ
て
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
」

　

今
年
は
シ
ョ
パ
ン
の
第
1
番
を
弾
く

こ
と
が
多
く
な
る
と
い
う
清
水
。
日
本

を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
久
し
ぶ
り

の
シ
ョ
パ
ン
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

©s.yamamoto

©Mana Miki

日本センチュリー交響楽団×
ザ・シンフォニーホール Vol.5

－3つの1830年、
激動の時代を生き抜いた名曲たち－

シリーズ 新 公 演 は 、ソリスト清 水 和 音 が 2 5 年 ぶりにショパン 第 1 番 を 弾く！

ピ
ア
ノ
：
清
水
和
音

[指揮]飯森範親　[ピアノ]清水和音
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
メンデルスゾーン：序曲「フィンガルの洞窟」op.26 〈1830年〉 ショパン：
ピアノ協奏曲 第1番 ホ短調 op.11 〈1830年〉 ベルリオーズ：幻想交響
曲 op.14 〈1830年〉
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.8/4（日） 2:00PM
S 5,940円　A 4,860円 　B 3,780円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]センチュリーチケットサービス 06-6868-0591
[主催]公益財団法人日本・センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

※センチュリー・チケットサービスは3/25（月）より一般発売
先行予約：3/21（木・祝）  一般発売：3/24（日）

指揮：飯森範親日本センチュリー交響楽団
　

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
が

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
展
開
し

て
い
る
シ
リ
ー
ズ
5
回
目
の
テ
ー
マ

は
、「
１
８
３
０ 

―
３
つ
の
１
８
３
０

年
、激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
名

曲
た
ち
―
」。
フ
ラ
ン
ス
７
月
革
命
や

ベ
ル
ギ
ー
独
立
革
命
な
ど
が
起
き
た

１
８
３
０
年
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、

シ
ョ
パ
ン
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
が
３
つ
並
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、名
手
の
清
水
和
音
が

シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
を

弾
く
の
が
大
き
な
話
題
だ
。
す
で
に
清

水
は
同
シ
リ
ー
ズ
1
回
目
に
も
客
演

し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の《
皇
帝
》を
披

露
し
て
好
評
を
博
し
た
。
指
揮
は
初
回

よ
り
、同
楽
団
首
席
指
揮
者
の
飯
森
範

Interview
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Message from Maestro

マイシート年間会員（6公演）

マイシート上期・下期（各3公演）

Check  Po int !

第124回

第126回

第128回

第125回

第127回

第129回

S 19,800円 A 17,800円　B 14,800円 （税込）

S 12,000円 A 10,200円　B 8,100円 （税込）

[ご予約]Shionチケットセンター 0800-919-5508／ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]Shionチケットセンター 0800-919-5508（土日祝を除く10：00〜17：30）
[主催]公益社団法人 大阪市音楽団

〈お申込みは、Shionチケットセンターまで〉
【1回券】S 5,000円  A 4,000円  B 3,000円  C 1,500円  ペア 7,000円 （税込） 学割（S、A、Bより1000円引）
※マイシートプラン、ペア席、学割はShionチケットセンターのみの販売です

バレエ音楽「欲望という名の電車」再演に寄せて最近気が付いた
事ですが、本来作曲家である私の音楽は、バレエや舞踊に根ざし
ております。そこから多くを学び育ったものが私の音楽なのです。
何故なら私は、十代の終わりからバレエのレッスンピアノを弾く事で
音楽の基礎を体感したからです。舞踊家が大きくジャンプする時、
彼等はその一拍前で 踏み込みます。小刻みにステップする時、そ
こにビートとリズムが生まれます。私の音楽の原点。踊りのないバレ
エ音楽を、どうぞお楽しみ下さい。これが私の音楽です。

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラの2019 -2020年定期演奏会。
今シーズンはホームグラウンドであるザ・シンフォニーホールで楽団初となる年6回公演の開催が実現！指揮者陣の豪華顔ぶれ、

吹奏楽の魅力をより多くの方に伝えるにふさわしい、会心のプログラムでお客様をお迎えします。

第126回定期公演によせて
Shion 音楽監督 宮川彬良

2019-2020シーズンにザ・シンフォニーホールで
開催の定期演奏会。ヨハン・デメイ待望の最新作

「交響曲第５番」、ジェイムズ・バーンズ作曲「交
響曲第９番」の日本初演2曲を含む色彩豊かな
楽曲と、豪華な顔ぶれの指揮者陣が揃います。
Shion史上最大となる６公演の定期演奏会にど
うぞご期待ください。

2019.4/27（土）
2:00PM
オール・デメイ・プログラム
ウインド・パワー
交響曲 第2番「ビッグ・アップル」
交響曲 第5番（日本初演）

指揮・作曲 ヨハン・デメイ

2019.9/22（日）
2:00PM

バレエ音楽「欲望という名の電車」から／
吹奏楽のためのソナタ「ブラック・ジャッ
ク」 ほか

指揮・作曲 宮川彬良

2020.1/23（木）
7:00PM
高昌帥：吹奏楽のための風景詩「陽が昇
るとき」
F.チェザリーニ：交響曲 第1番 op.50

「アークエンジェルズ」

指揮 現田茂夫

2019.6/23（日）
2:00PM
渡辺浦人：交響組曲「野人」
團伊玖磨：ブラスオーケストラのための
行列幻想
J.バーンズ：交響曲 第9番（日本初演）

指揮 秋山和慶

2019.11/30（土）
2:00PM
長生淳：トリトン／F.チェザリーニ：ブルー
ホライズン op.23b／J.イベール（西村 
友編曲）：交響組曲「寄港地」／C.ドビュッ
シー（西村 友編曲）：交響詩「海」

指揮 西村 友

2020.3/14（土）
2:00PM
M.グールド：ジェリコ狂詩曲／A.リード：
吹奏楽のための第3組曲「バレエの情
景」／J.マッキー：吹奏楽のための交響
曲「ワインダーク・シー」

指揮 渡邊一正

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ
2019-2020 Comig Up Concert!!

O
s

a
k

a
 

S
h

i
o

n
 

W
i

n
d

 
O

r
c

h
e

s
t

r
a

多彩な“デメイ尽くし”で圧倒。
日本初演曲にも期待大！

音楽監督 宮川彬良の本領を見せる！
細部までこだわり抜いたプログラム

劇性と神秘が交錯するプログラム
現田茂夫の指揮で濃密な時間を堪能する

聴くものの心を揺さぶる妙技を生み出し、
スリリングな世界を繰り広げる

Shion正指揮者が精彩を放つ一夜！
繊細かつ力強い響きに注目を。

芸術顧問が日本人作曲家の名作で
Shionの魅力を余すことなく届ける！

©K.Miura ©Satoshi Mitsuta

©石黒ミカコ

©飯島 隆
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今
秋
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・

ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
が
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト 

古
澤
巌
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
に

迎
え
る
超
強
力
コ
ラ
ボ
で
、再
び
会
場

を
湧
か
せ
る
！

　

こ
れ
ま
で
、古
澤
を
は
じ
め
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
川
井
郁
子
、
テ
ノ
ー

ル
歌
手
の
加
藤
ヒ
ロ
ユ
キ
、
ギ
タ
リ
ス

ト
の
押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
、
サ
ク
ソ
フ
ォ

ニ
ス
ト
の
本
田
雅
人
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、〝
こ
こ
で
し
か
聴
く
こ
と
が
で
き
な

い
〞プ
レ
ミ
ア
ム
な
演
奏
を
繰
り
広
げ

て
き
た
。

　

彼
ら
は
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
曲
の

ア
レ
ン
ジ
を
手
掛
け
て
い
る
が
、過
去

The Symphony Hall 
Big Band Vol.14 

～Music Director 菊池寿人～

Interview The Symphony Hall Big Band Vol.14 ～Music Director 菊池寿人～

13
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、同
じ

曲
を
同
じ
ア
レ
ン
ジ
で
演
奏
し
た
こ

と
は
な
い
。
つ
ね
に
斬
新
さ
を
見
せ
、

〝
無
数
の
表
情
〞で
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ

て
き
た
。
そ
ん
な
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
・
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
の
個
性
と
ゲ

ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
魅
力
が
ガ
ッ
チ

リ
融
合
し
た
時
、極
上
の
感
動
が
生
ま

れ
る
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
シ
ー
ン
の

数
々
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
体
感
し
て

ほ
し
い
！

　

今
回
、ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
に
迎
え

る
古
澤
と
は
４
度
目
の
共
演
と
な
る
。

古
澤
は
、
こ
れ
ま
で
の
共
演
に
つ
い
て

「
初
め
て
一
緒
に
音
を
出
し
た
と
き
か

ら
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
が
印
象
的
だ
っ

た
。
全
員
が
リ
ズ
ム
隊
と
な
っ
て
攻
め

て
く
る
の
で
、
ど
う
ス
ウ
ィ
ン
グ
す
る

か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
さ
せ
ら
れ

る
」と
語
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
み
な
ら

ず
、ポ
ッ
プ
ス
、ジ
ャ
ズ
な
ど
幅
広
く
柔

軟
に
音
を
作
る
古
澤
。
変
幻
自
在
の
技

巧
と
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る
艶
や
か
な
音

色
に
今
回
も
期
待
し
た
い
。
現
在
、古

澤
が「
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
と
や
っ
た
ら
素

敵
だ
ろ
う
な
」と
い
う
曲
目
を
厳
選
中

な
の
で
、続
報
を
楽
し
み
に
お
待
ち
い

た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、２
０
１
９
年
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
は
、残

す
と
こ
ろ
、
こ
の
１
公
演
の
み
。
聴
く

も
の
を
圧
倒
す
る
音
の
シ
ャ
ワ
ー
で
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
、最
高
の
瞬

間
を
お
見
逃
し
な
く
！

スペシャル・ゲスト 古澤 巌 （ヴァイオリン）

2019年コンサートのクライマックス！
古澤 巌との強力タッグで圧倒する！

T h e  S y m p h o n y  H a l l  B i g  B a n d

[演奏]The Symphony Hall Big Band
[スペシャル・ゲスト／ヴァイオリン]古澤 巌
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
A列車で行こう／Sing, Sing, Sing／スペイン　ほか
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.10/3（木） 7:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪アートエージェンシー 072-648-3852
[主催]ザ・シンフォニーホール

2016年5月20日にザ・シンフォニーホールで行われたVol.2公演を
収めたライブアルバム。各楽器のフレーズ、プレイヤーのテクニック
を感じる事が出来き、聴くほどに味が出てくる、ビッグ・バンド・ジャズ
のスタンダードといえる1枚。
※The Symphony Shop、ザ・シンフォニー チケットセンターの窓
口、Amazonにてご購入いただけます。

※写真は2017年6月に行われた公演の模様です。

NOW
ON

SALE

1st Album

「躍動」
TSH Record  TSCR-1001  2,500円（税込）

大迫力のサウンドと心躍るスウィング！

先行予約：3/21（木・祝）  一般発売：3/24（日）

必聴の1枚！
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ソワレ・シンフォニー
Vol.13

Interview 〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.13

　

指
揮
者
と
ソ
リ
ス
ト
の
新
鮮
な
組

み
合
わ
せ
が
、毎
回
話
題
を
呼
ん
で
い

る「
ソ
ワ
レ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」。
Ｖ
ｏ

ｌ
．13
に
登
場
す
る
の
は
、昨
年
Ｃ
Ｄ

デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

に
30
枚
以
上
の
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー

ス
し
、国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
実
力
派
ピ
ア
ニ
ス
ト
、田
部
京
子
。

２
０
０
８
年
、
ド
ラ
マ「
の
だ
め
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
」で
千
秋
真
一
役
の
指
揮
指

導
を
務
め
て
注
目
を
集
め
た
新
進
気

鋭
の
指
揮
者
、角
田
鋼
亮
と
の
共
演
で
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
21

番
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
。

　
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

の
中
で
も
、最
も
近
し
い
存
在
で
、大
好

き
な
作
品
で
す
。
共
演
す
る
指
揮
者
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
変
幻
自
在
に

変
化
す
る
の
で
、
そ
こ
が
毎
回
楽
し
み

な
と
こ
ろ
で
す
」

21
番
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
素

晴
ら
し
い
響
き
の
中
で
、
ど
ん
な
演
奏

に
な
る
の
か
、と
て
も
楽
し
み
で
す
」

　

自
作
の
カ
デ
ン
ツ
ァ
も
聴
き
ど
こ
ろ

だ
。

　
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
の
カ
デ
ン
ツ
ァ

が
な
く
、他
の
作
曲
家
や
演
奏
家
が
遺

し
た
カ
デ
ン
ツ
ァ
が
し
っ
く
り
こ
な
い

場
合
は
、自
作
の
カ
デ
ン
ツ
ァ
を
弾
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
21
番
も

そ
の
一
つ
で
す
。
古
典
派
の
枠
組
み
の

中
で
、
ほ
ん
の
少
し
ロ
マ
ン
派
の
香
り

が
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

即
興
的
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
あ

ふ
れ
る
演
奏
に
な
り
そ
う
だ
。

　
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

は
、室
内
楽
的
な
妙
味
が
魅
力
で
す
。

ラ
イ
ヴ
な
ら
で
は
の
息
づ
か
い
、対
話

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
ら
い
い
で

す
ね
。
ハ
長
調
の
明
る
く
闊
達
な
作

品
で
す
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
心
の
中

に
抱
え
て
い
た
哀
し
み
、翳
り
が
時
折

現
れ
る
、光
の
中
に
影
が
見
え
隠
れ

す
る
…
…
、
そ
れ
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で

す
。
第
２
楽
章
は
、
ま
る
で
歌
曲
の
よ

う
…
…
、減
衰
す
る
ピ
ア
ノ
の
音
色
を

う
ま
く
操
っ
て
、ロ
ン
グ
・
ト
ー
ン
で
歌

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
響
き
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
、美
し
く
歌
え
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
」

　

後
半
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲

第
７
番
も
、興
味
深
い
。

　
「
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
に
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
何
度
も
聴
い
た
、ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
の
中
で
も
特
に

好
き
な
作
品
で
す
。
指
揮
者
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
、
テ
ン
ポ
感
も
色
々

な
の
で
、今
回
は
ど
の
よ
う
な
演
奏
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
…
楽
し

み
で
す
ね
！
」（

取
材
＆
文　

森
岡 

葉
）

©大杉隼平©飯島 隆

©武藤 章

〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール

人気・実力を兼ねそろえたピアニスト田部京子が
ソワレ・シンフォニーに登場! 

K
Y

O
K

O
 

T
A

B
E

[指揮]角田鋼亮　[ピアノ]田部京子
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
------------------------------------------------------
ロッシーニ：歌劇「チェネレントラ（シンデレラ）」序曲
モーツァルト：ピアノ協奏曲 第21番 ハ長調 K.467
ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op.92
------------------------------------------------------
2019.5/28（火） 7:00PM
※6:50PMより角田鋼亮によるプレトーク
A 5,000円　B 3,000円 （税込）

[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ] 大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会／
ザ・シンフォニーホール

[指揮]大友直人　[ヴァイオリン]服部百音
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
------------------------------------------------------
エルガー：弦楽セレナード ホ短調 op.20
シベリウス：ヴァイオリン協奏曲 二短調 op.47
チャイコフスキー：3大バレエ音楽 ハイライト
------------------------------------------------------
2019.10/18（金） 7:00PM
※6:50PMより大友直人によるプレトーク
A 5,000円　B 3,000円 （税込）

※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは6/4（火）より一
般発売 ※Vol.13とVol.14のセット券は、大阪フィル・チケットセン
ターで発売中

Vol.14

Vol.13

先行予約：5/30（木）  一般発売：6/5（水）

指
揮
：
角
田
鋼
亮

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

ピ
ア
ノ
：
田
部
京
子

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、大
阪

フ
ィ
ル
と
も
縁
も
深
い
。

　
「
大
阪
と
い
え
ば
、私
の
中
で
は
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
す
。
舞
台
で

弾
い
て
い
て
音
が
素
直
に
自
分
に
返
っ

て
き
て
心
地
よ
く
、大
き
な
ホ
ー
ル
な

の
に
客
席
の
熱
気
が
感
じ
ら
れ
、一
体

感
を
感
じ
て
弾
く
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
。
大
阪
フ
ィ
ル
と
も
何
度
も
共
演

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
も

尾
高
忠
明
先
生
の
指
揮
、大
阪
フ
ィ
ル

と
の
共
演
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
23
番
を
演
奏
し
た
の
で
す

が
、お
互
い
の
呼
吸
、想
い
を
受
け
取
り

あ
っ
て
、音
楽
で
対
話
を
楽
し
む
素
敵

な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
音
楽
っ

て
不
思
議
で
す
。
一
期
一
会
、共
演
す

る
相
手
に
よ
っ
て
化
学
反
応
が
起
き

る
。
今
回
は
初
め
て
共
演
さ
せ
て
い
た

だ
く
指
揮
者
、角
田
鋼
亮
さ
ん
と
の
第

Interview

発売中
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Ｊ
．Ｓ
．
バ
ッ
ハ
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
総
称「
ド
イ
ツ
３
大
Ｂ
」

を
ご
存
知
の
方
は
多
い
だ
ろ
う
。
だ

が
、各
々
あ
ま
り
に
偉
大
で
個
性
的
な

彼
ら
の
名
曲
だ
け
で
固
め
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
世
界
的
に
も
稀
。
そ
ん
な
貴
重
で

豪
華
な
公
演
が
大
阪
で
実
現
す
る
。

　

出
演
は
、
２
０
１
７
年
に
難
関
ブ

ラ
ー
ム
ス
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
を
制
し
た

若
手
実
力
派
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
中

村
太
地
。
ピ
ア
ノ
を
世
界
的
な
弦
楽
器

奏
者
と
の
共
演
が
豊
富
な
江
口
玲
が

務
め
る
の
も
頼
も
し
い
。
そ
し
て
中
村

は
、
こ
れ
が
大
ホ
ー
ル
に
お
け
る
本
格

的
な
リ
サ
イ
タ
ル
・
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
、

3大Bプロジェクト
中村太地
ヴァイオリン・
リサイタル

Interview

Interview 3大Bプロジェクト 中村太地ヴァイオリン・リサイタル

い
よ
い
よ
注
目
と
期
待
が
高
ま
る
。

　

江
口
が
昨
年
夏
の
中
村
と
の
初
共
演

時
の
印
象
を「
浮
つ
い
た
と
こ
ろ
が
な

く
、楽
譜
を
よ
く
読
む
の
が
す
ば
ら
し

い
」と
讃
え
る
と
、中
村
は「
江
口
さ
ん

に
解
釈
の
引
き
出
し
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
、可
能
性
も
広
が
り
ま
し
た
」と
返

礼
。
２
人
の
良
好
な
関
係
が
伝
わ
る
ひ

と
コ
マ
だ
っ
た
。

　

中
村
は
２
０
０
９
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン

国
立
音
楽
大
学
に
留
学
中
だ
が
、
そ
の

間
、
２
度
に
渡
っ
て
ブ
ラ
ー
ム
ス
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
。
そ
の
理
由
と
成

果
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
２
０
１
５
年
の
初
挑
戦
は
第
３
位

で
、も
う
十
分
と
も
思
っ
た
の
で
す
が
、

今
後
の
音
楽
活
動
を
考
え
た
時
に
、
や

は
り
こ
の
権
威
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

う
１
段
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
く
な
っ

て
２
０
１
７
年
に
再
挑
戦
し
た
ん
で

す
。
そ
の
間
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
活
躍
し

た
ウ
ィ
ー
ン
で
暮
ら
し
な
が
ら
、彼
の

作
品
に
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
こ
と

で
、解
釈
や
親
近
感
が
よ
り
深
ま
り
ま

し
た
」

　

そ
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ソ
ナ
タ
全
曲
を

間
も
な
く
江
口
と
共
に
録
音
し
、当
公

演
は
新
譜
発
売
記
念
も
兼
ね
る
中
村
。

演
目
に
は
、Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
の
第
４
番
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」、

ブ
ラ
ー
ム
ス「
雨
の
歌
」が
並
ぶ
。
こ
の

3
つ
の
傑
作
ソ
ナ
タ
は
時
代
も
様
式
も

異
な
り
、Ｊ
．Ｓ
．
バ
ッ
ハ
の
作
品
は
も

と
も
と
古
楽
器
用
に
書
か
れ
た
も
の
だ

撮影：山内洋枝

大型新人デビュー！

ブラームス国際コンクール
日本人初の優勝！

江口玲×中村太地

[ヴァイオリン]中村太地　[ピアノ]江口玲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
バッハ：ヴァイオリンとハープシコードのためのソナタ第4番 ハ短調 
BWV1017／ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ イ長調 op.47「ク
ロイツェル」／ブラームス:ヴァイオリン・ソナタ第1番 ｢雨の歌｣
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.10/5（土） 7:00PM
全席指定　3,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]テレビマンユニオン 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

先行予約：3/21（木・祝）  一般発売：4/1（月）

が
、奏
法
や
解
釈
を
尋
ね
る
と
２
人
は

声
を
揃
え
て
―
―

　
「
作
品
の
語
法
よ
り
も
美
し
さ
を
第

一
に
し
た〝
本
質
〞を
追
求
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
モ
ダ
ン
楽
器
な
ら
で
は
の
３

大
Ｂ
の
醍
醐
味
を
た
っ
ぷ
り
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」と
自
信
に
満
ち
た
回
答
を

し
て
く
れ
た
。

　

５
〜
15
歳
ま
で
の
少
年
時
代
を
大
阪

で
過
ご
し
た
と
い
う
江
口
は
、当
ホ
ー

ル
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
思
い
出
話
を

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
り
な
が
ら
、音
響
に

つ
い
て
も「
客
席
と
舞
台
で
同
じ
響
き

が
す
る
最
高
の
空
間
で
す
」と
絶
賛
。

そ
の
言
葉
に
中
村
は
、大
ホ
ー
ル
で
の

リ
サ
イ
タ
ル
・
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
た
期

待
を
い
き
い
き
と
し
た
眼
差
し
で
膨
ら

ま
せ
て
い
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文　

渡
辺
謙
太
郎
）
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杉
田
二
郎

高
石
と
も
や

五臓六腑にずっしりと響き、魂がほとばしる。
今夏も和太鼓松村組が熱きエネルギーを放つ！

The Symphony Hall×和太鼓松村組 夏祭り 2019 心躍る夏

トヨタ・マスター・プレイヤーズ，ウィーン ウィーン・プレミアム・コンサート きたやまおさむプロデュース 杉田二郎 きたやまおさむを歌う ～ちょうど良いかげんなコンサート～

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 019  /  S U M M E R

　

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
ま
た
ひ
と
つ
昭
和

が
遠
く
な
っ
て
い
く
が
、
名
曲
は
い
つ
ま
で

も
色
褪
せ
ず
、
人
々
の
心
に
ず
っ
と
輝
き
続

け
る
。

　

１
９
７
０
年
、
大
阪
万
博
が
行
わ
れ
た

年
に
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
「
戦
争
を
知
ら

な
い
子
供
た
ち
」。
こ
の
曲
を
歌
唱
し
、
現

在
も
歌
手
と
し
て
精
力
的
に
活
動
を
続
け

る
杉
田
二
郎
が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
に
初
登
場
。
今
回
の
公
演
で
は
、
伝
説

の
バ
ン
ド 

ザ
・
フ
ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー

ズ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
、
き
た
や
ま
お
さ

む（
北
山
修
）も
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
を
飾
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
冒
頭
の
「
戦
争
を
知

ら
な
い
子
供
た
ち
」（
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
詞

賞
受
賞
）や
長
き
に
渡
り
音
楽
の
教
科
書
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛

を
も
う
一
度
」
な
ど
、
若
い
世
代
の
方
に
も

耳
な
じ
み
の
あ
る
珠
玉
の
北
山
作
品
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。
杉
田
の
１
９
７
５
年
の

ヒ
ッ
ト
曲
「
男
ど
う
し
」
な
ど
も
披
露
さ
れ

る
他
、
３
人
の
ト
ー
ク
も
加
わ
り
、
盛
り
上

が
る
こ
と
必
至
だ
！

　

さ
ら
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
創
世
期
以
来
、
現
役
で

歌
い
続
け
て
い
る
、
き
た
や
ま
お
さ
む
の
盟

友 

高
石
と
も
や
も
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
す
る

の
で
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て

は
ま
た
と
な
い
、
三
つ
巴
の
タ
ッ
グ
が
実
現

す
る
。

　

昭
和
の
懐
か
し
い
〝
あ
の
頃
〞を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
レ
ジ
ェ
ン
ド
た
ち
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
存
分
に
味
わ
え
る

コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

お
な
じ
み
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
×

和
太
鼓
松
村
組
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
こ
の
夏

も
開
催
決
定
！ 

真
夏
の
夜
に
、体
の
奥
か
ら

ス
カ
ッ
と
熱
く
な
る
。
そ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
一
夜
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

　

日
本
人
の
琴
線
に
ふ
れ
る
力
強
く
勇
敢

な
和
太
鼓
の
音
は
今
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
親
し
ま
れ
、
世
界

か
ら
も
熱
い
視
線
が
注
が
れ
る
ほ
ど
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
和
太
鼓
松

村
組
×
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
公
演
に

も
学
生
の
お
客
様
が
増
え
、
公
演
の
ス
タ
ー

ト
前
か
ら
会
場
は
活
気
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
ち
溢
れ
て
ま
す
！

　

迫
力
い
っ
ぱ
い
に
響
く
和
太
鼓
の
独
奏

は
も
ち
ろ
ん
、
多
彩
な
マ
リ
ン
バ
、
透
明
感

が
あ
り
、
時
に
哀
愁
を
感
じ
さ
せ
る
オ
カ
リ

ナ
、ケ
ー
ナ（
南
米
、ア
ン
デ
ス
地
方
で
使
わ

れ
て
き
た
縦
笛
）の
音
を
融
合
さ
せ
る
ス
タ

イ
ル
が
和
太
鼓
松
村
組
の
本
領
。
そ
の
独

自
の
音
楽
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

響
き
の
良
さ
が
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
唯
一
無

二
の
気
持
ち
良
さ
、
そ
し
て
興
奮
と
感
動
の

瞬
間
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
〝
心
躍
る
夏
〞。
リ
ー

ダ
ー
の
松
村
公
彦
率
い
る
7
人
の
メ
ン

バ
ー
が
、
自
在
に
パ
ワ
フ
ル
に
お
届
け
す

る
、
文
字
ど
お
り
躍
動
感
た
っ
ぷ
り
の
ス

テ
ー
ジ
は
必
見
で
す
。

　

和
太
鼓
松
村
組
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

一
度
見
れ
ば
、
和
太
鼓
の
魅
力
を
実
感
で
き

る
こ
と
間
違
い
な
し
！
〝
ま
だ
和
太
鼓
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
〞と
い

う
方
に
は
特
に
お
す
す
め
で
す
！ 

夏
の
夜

に
、心
を
躍
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

先行予約：3/21（木・祝） 一般発売：3/22（金）

[出演]和太鼓松村組
---------------------------------------------------------------
2019.7/30（火） 7：30PM 
全席指定 ￥3,000 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

[出演]きたやまおさむ、杉田二郎、高石ともや（スペシャルゲスト）
---------------------------------------------------------------------------------
戦争を知らない子供たち／あの素晴らしい愛をもう一度／風／男どうし　ほか
---------------------------------------------------------------------------------
2019.8/2（金） 6：30PM
全席指定 ￥7,500 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

き
た
や
ま
お
さ
む

懐かしい“あの曲”が続々と！
レジェンド三つ巴タッグによるコンサート

先行予約：3/21（木・祝） 一般発売：3/22（金）
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“強烈な3曲”を一夜にして楽しめる。
外山雄三と大阪交響楽団の挑戦と覚悟。

[ヴァイオリン]フォルクハルト・シュトイデ　[クラリネット]ゲラルド・パッヒンガー
[ヴィオラ]エルマー・ランダラー　[管弦楽]トヨタ・マスター・プレイヤーズ, ウィーン
---------------------------------------------------------------------------------------------
シューベルト：交響曲 第5番 変ロ長調 D485／ブルッフ：クラリネットとヴィオラのための協奏曲 ホ短
調 op.88／J.ランナー：ワルツ「ロマンティックな人々」 op.167／ヨーゼフ・シュトラウス：ポルカ・マズル
カ「遠方から」 op.270／J.シュトラウスⅡ：喜歌劇「ヴェネツィアの一夜」 序曲 op.416／宝石のワルツ 
op.418／ポルカ・シュネル 「急行列車」 op.311／入江のワルツ op.411
---------------------------------------------------------------------------------------------
2019.4/19（金） 7：00PM  S 6,000円　A 5,000円　B 3,500円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪アーティスト協会 06-6135-0503
[主催]トヨタ自動車株式会社

発売中

トヨタ・マスター・プレイヤーズ，ウィーン ウィーン・プレミアム・コンサート

外山雄三「三大交響曲」

　

ト
ヨ
タ
・
マ
ス
タ
ー
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
，

ウ
ィ
ー
ン
が
今
春
も
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
来
演
す
る
。
２
０
１
９
年
は
全
国

７
都
市
８
公
演
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
行
う
ト
ヨ

タ
・
マ
ス
タ
ー
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
，ウ
ィ
ー
ン

は
、
こ
の
ツ
ア
ー
の
た
め
だ
け
に
特
別
に
編

成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
。
ウ
ィ
ー
ン
国

立
歌
劇
場
、ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団（
以
下 

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
）の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
、
世
界
最
高
水
準
の

技
術
を
持
つ
30
名
が
集
結
し
て
実
現
す
る

極
上
の
演
奏
を
、１
年
に
１
度
、フ
ァ
ン
は
心

待
ち
に
し
て
い
る
。

　

指
揮
者
な
し
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
り
、

絶
妙
で
息
の
合
っ
た
演
奏
で
お
客
様
を
魅

了
し
て
い
く
当
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
芸
術
監

督
を
務
め
る
フ
ォ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
イ

デ
（
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団 

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）の
も
と
、
今

回
の
大
阪
公
演
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
ゲ
ラ

ル
ド
・
パ
ッ
ヒ
ン
ガ
ー
（
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽

団
）、ヴ
ィ
オ
ラ
の
エ
ル
マ
ー
・
ラ
ン
ダ
ラ
ー

（
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
）が
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
披
露
さ

れ
て
い
る
、
J
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
や
J
．ラ

ン
ナ
ー
な
ど
の
名
曲
を
た
っ
ぷ
り
と
。

　

日
本
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、「
心
優
し
く
、

知
識
も
豊
富
で
、
と
て
も
熱
心
」
と
語
る

フ
ォ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
イ
デ
。
強
力
な

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
今
年
も
美
し
い
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
響
か
せ
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
至
福
の
時
間
を
与
え
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
。

音楽の都ウィーンから超一流の演奏家が集結！
1年に1度、まさにプレミアムな感動がここに。

　

前
々
号
の『
未
完
成
』、
前
号
の『
運
命
』に

続
い
て
、
い
よ
い
よ
最
終
回
、
今
号
は『
新
世

界
よ
り
』
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ

た
。

　
「
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
と
い
う
と『
ス
ラ
ヴ
舞

曲
』と
か『
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
』と
か
の
豊
か
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
、
魅
力
的
な
リ
ズ
ム
を
思
い

浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

『
新
世
界
よ
り
』は
、
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
た

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
、
故
郷
へ
の
望
郷
の
念

を
抱
き
つ
つ
書
い
た
も
の
で
、
黒
人
音
楽
が

故
郷
の
ボ
ヘ
ミ
ア
を
想
い
、
刺
激
を
受
け
つ

つ
、
し
っ
か
り
と
し
た
構
成
で
書
か
れ
て
い

る
。
ま
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
垣
根
を
超
え
た
美

し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
次
々
と
溢
れ
出
て
く
る
と

こ
ろ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
ね
」

　

最
後
に
こ
の
『
三
大
交
響
曲
』
に
か
け
る

想
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
ど
の
曲
も
と
て
も
緊
張
感
の
あ
る
、
メ

イ
ン
と
な
る
べ
き
曲
。
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に

性
格
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
主
張
が
強
烈

な
３
曲
を
ひ
と
晩
で
一
気
に
演
奏
し
て
し
ま

う
、
あ
る
意
味
無
謀
な
企
画
な
の
で
す
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
出
来
な
い
と
い
う
訳
で
は

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
今
の
大
阪
交
響
楽
団

に
と
っ
て『
挑
戦
』で
あ
り
、
私
た
ち
は
全
力

を
尽
く
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
作
品
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
を
し
た
い
で
す

ね
。
で
も
お
客
様
は
、
我
々
の『
覚
悟
』な
ど

気
に
し
な
い
で
、
た
だ
こ
の
名
曲
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

数
々
の
名
演
を
繰
り
広
げ
て
き
た
外
山

が
そ
の
タ
ク
ト
を
降
ろ
し
た
時
、
新
た
な
伝

説
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
！

（
取
材
・
文　

三
宅
坂
幸
太
郎
）

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 0 1 9  /  A P R I L4月

[指揮]外山雄三　[管弦楽]大阪交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------------
シューベルト：交響曲 第8番 ロ短調 D.759「未完成」／ベートーヴェン：交響曲 第5番 ハ短
調 op.67「運命」／ドヴォルザーク：交響曲 第9番 ホ短調 op.95「新世界より」
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.4/12（金） 7：00PM 
S 6,480円　A 5,400円　B 4,320円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]公益社団法人大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

発売中

フ
ォ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
イ
デ

ゲ
ラ
ル
ド
・
パ
ッ
ヒ
ン
ガ
ー

エ
ル
マ
ー
・
ラ
ン
ダ
ラ
ー

©s.yamamoto

©Ayumi Kakamu
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[指揮]尾高忠明　[独唱アルト]清水華澄★Ⅱのみ出演
[合唱]大阪フィルハーモニー合唱団 
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
------------------------------------------------------------------
2019.5/11（土） 2:00PM
ハイドンの主題による変奏曲 op.56a
埋葬の歌 op.13／交響曲 第1番 ハ短調 op.68
------------------------------------------------------------------
2019.7/13（土） 2:00PM
アルト・ラプソディー op.53★／運命の歌 op.54／交響曲 第2番 
二長調 op.73

※大阪フィル・チケットセンター 他プレイガイドでは4/23（火）一般発売
------------------------------------------------------------------
2019.9/4（水） 7:00PM
悲劇的序曲 op.81／哀悼の歌 op.82／交響曲 第3番ヘ長調 
op.90
                                  ※大阪フィル・チケットセンター他プレイガイドでは5/21（火）発売
------------------------------------------------------------------
2019.11/20（水） 7:00PM
大学祝典序曲 op.80／運命の女神の歌 op.89／交響曲 第4番 
ホ短調 op.98
                                  ※大阪フィル・チケットセンター他プレイガイドでは7/30（火）発売
------------------------------------------------------------------
[全4回セット券] A 19,000円　B 14,000円（税込）
※大阪フィル・チケットセンターでのみ販売
[各1回券] A 6,000円　B 4,500円　C 3,000円（税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／
ザ・シンフォニーホール

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

いま注目すべき、アジア屈指のオーケストラ。
6年振りの来日で民族性豊かなプログラムを届ける！

発売中

発売中

台湾フィルハーモニック

尾高忠明×大阪フィルハーモニー交響楽団 ブラームス・チクルス -ロマン派の豊穣-

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 0 1 9  /  M A Y

　

新
音
楽
監
督
の
尾
高
忠
明
と
新
た
な
航

海
に
出
発
し
、２
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

た
大
阪
フ
ィ
ル
が
、今
年
は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
全
４
回
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
・
チ

ク
ル
ス
を
行
う
。
堅
牢
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、尾
高
と
大
阪
フ
ィ
ル

の
音
楽
性
に
こ
の
上
な
く
ふ
さ
わ
し
い
演

目
。
し
か
も
今
回
は
、４
つ
の
傑
作
交
響
曲

だ
け
で
な
く
、
緻
密
な
序
曲
や
、
大
阪
フ
ィ

ル
合
唱
団
と
の
共
演
に
よ
る
繊
細
で
優
美

な
合
唱
作
品
も
演
目
に
含
ま
れ
て
お
り
、彼

の
作
風
を
俯
瞰
で
き
る
の
が
嬉
し
い
。

　

５
月
に
若
々
し
い
第
１
番
、７
月
に
流
麗

な
第
２
番
、
９
月
に
憂
愁
あ
ふ
れ
る
第
３

番
、
11
月
に
円
熟
し
た
第
４
番
と
、
季
節
に

ぴ
っ
た
り
な
交
響
曲
が
選
ば
れ
て
い
る
の

で
、充
実
し
た
１
年
を
過
ご
す
た
め
の
活
力

剤
と
し
て
も
是
非
お
す
す
め
だ
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

　

今
、ア
ジ
ア
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
熱
い
！

個
々
の
楽
員
の
水
準
が
軒
並
み
上
が
っ
て

い
る
う
え
、世
界
的
指
揮
者
が
し
ば
し
ば
客

演
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
着
々
と
磨
き
上
げ

て
き
た
楽
団
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
ん
な
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
い
る
ア
ジ

ア
の
新
し
い
風
の
ひ
と
つ
が
、大
阪
に
初
登

場
す
る
、
国
立
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

台
湾
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
だ
。

　

今
回
の
来
日
は
、メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
と

シ
ベ
リ
ウ
ス
の
名
曲
に
加
え
て
、日
本
と
台

湾
ゆ
か
り
の
作
曲
家
の
作
品
と
い
う
凝
っ

た
選
曲
で
あ
る
。
指
揮
は
２
０
１
０
年
よ

り
同
フ
ィ
ル
音
楽
監
督
を
つ
と
め
る
台
湾

出
身
の
リ
ュ
ウ
・
シ
ャ
オ
チ
ャ
。
ブ
ザ
ン
ソ

ン
、コ
ン
ド
ラ
シ
ン
国
際
な
ど
の
主
要
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
後
、欧
州
の
歌
劇
場
で
実
績

を
残
し
て
き
た
指
揮
者
で
、台
湾
フ
ィ
ル
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
き
た
名
匠
だ
。

　

芥
川
也
寸
志
の《
交
響
管
弦
楽
の
た
め
の

音
楽
》、
江
文
也
の《
台
湾
舞
曲
ｏ
ｐ
．１
》、

そ
し
て
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
交
響
曲
第
２
番
と

い
う
民
族
性
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
う

聞
か
せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
に
は
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
台
湾
出
身
の
新

鋭
リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ン
が
出
演
。
２
０
１
３

年
の
仙
台
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
覇
者
と
し

て
日
本
で
も
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
お
り
、実

力
は
折
り
紙
付
き
。
昨
年
若
手
の
登
竜
門

で
あ
る
難
関
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、ま
さ
に
未
来
の

巨
匠
と
し
て
着
実
に
歩
み
つ
つ
あ
る
リ
ン

に
も
期
待
で
あ
る
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

5月

[指揮]リュウ・シャオチャ　[ヴァイオリン]リチャード・リン
[管弦楽]台湾フィルハーモニック
---------------------------------------------------------------------------------
芥川也寸志：交響管弦楽のための音楽／メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲 ホ短調 
op.64／江文也：台湾舞曲 op.1／シベリウス：交響曲 第2番 二長調 op.43
---------------------------------------------------------------------------------
2019.5/6（月・休） 2：00PM
S 7,000円　A 6,000円　B 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]株式会社アスペン 03-5467-0081
[主催]株式会社アスペン／ザ・シンフォニーホール

交響曲＋合唱曲の圧巻のコンサート
4回を通して、ブラームスの軌跡を辿る。

Sinfonia先行予約:3/28（木） 一般発売：4/24（水） 

一般発売：5/22（水） 

一般発売：7/31（水） 

リ
ュ
ウ
・
シ
ャ
オ
チ
ャ

リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ン

©Martin Richardson ©飯島 隆
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巨匠チョン・ミョンフンのDNAを受け継ぐ
若きマエストロと新鋭ピアニストとの共演！

[指揮]阪 哲朗　[ソプラノ]森 麻季　[バリトン]大西宇宙　[管弦楽]山形交響楽団
---------------------------------------------------------------------------------------------
モーツァルト：歌劇「ドン・ジョヴァンニ」K.527 より二重唱“お手をどうぞ”／ヴェルディ：歌劇「リゴレッ
ト」二重奏第1幕“娘よ!お父様!”／モーツァルト：交響曲 第36番 ハ長調「リンツ」K.425　ほか
---------------------------------------------------------------------------------------------
2019.6/29（土） 5：00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]山響チケットサービス 023-625-2204
[主催]公益社団法人 山形交響楽協会／ザ・シンフォニーホール

★来場者全員に山形県東根市産
さくらんぼをプレゼント！

発売中

山響さくらんぼコンサート2019 大阪公演“OPERA GALA”

イタリア交響楽団

　

山
々
が
立
ち
並
び
、
夏
は
緑
に
囲
ま
れ
、

冬
は
雪
が
降
り
積
も
る
。
ま
る
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
１
９
７
２
年
に

東
北
初
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
創
立

さ
れ
た
山
形
交
響
楽
団
。
四
季
の
自
然
を

肌
で
感
じ
ら
れ
る
楽
団
員
た
ち
が
奏
で
る

響
き
は
、
ひ
と
た
び
聴
け
ば
、
心
を
惹
き
つ

け
て
や
ま
な
い
。

　

ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
楽
器
体
験
の

催
し
を
開
く
な
ど
、
地
元
密
着
で
愛
さ
れ
続

け
、
山
形
で
の
演
奏
会
は
、
ほ
ぼ
完
売
と
い

う
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
大
阪
公
演
が
始
ま
り
、

今
年
６
年
ぶ
り
に
、
待
望
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で《
さ
く
ら
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト
》

を
開
催
。〝
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
〞と
題
し

て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
華
麗

な
る
世
界
を
届
け
る
。
２
０
１
９
年
度
か

ら
、
同
楽
団
の
常
任
指
揮
者
に
就
任
す
る
阪

哲
朗
が
指
揮
台
に
上
が
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ソ
プ
ラ
ノ
森
麻
季
と
、
新
鋭
の
バ
リ
ト
ン

大
西
宇
宙
が
登
場
。
二
人
の
歌
声
が
、
山
形

交
響
楽
団
の
音
色
と
融
合
す
る
瞬
間
が
待

ち
遠
し
い
。
山
形
出
身
の
両
親
を
持
つ
阪

は
、「
生
ま
れ
育
っ
た
関
西
と
、
自
分
の
ル
ー

ツ
と
い
え
る
山
形
。
私
に
と
っ
て
二
つ
の
特

別
な
街
を
繋
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

来
場
者
全
員
に
は
、
山
形
県
東
根
市
産
の

さ
く
ら
ん
ぼ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
ロ
ビ
ー

で
は
山
形
物
産
展
も
開
か
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
音
楽
と
山
形
の
味
わ
い
。
す
べ
て
が
融

け
合
い
、
五
感
で
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
に

な
る
だ
ろ
う
。

（
文　

金
子
真
由
）

山響新時代。阪哲朗の常任指揮者就任を記念し、
6年ぶりにザ・シンフォニーホール公演を開催！

　

イ
タ
リ
ア
交
響
楽
団
（
正
式
名
称
：
ボ
ル

ツ
ァ
ー
ノ
・
ト
レ
ン
ト
・
ハ
イ
ド
ン
管
弦
楽

団
）が
11
年
ぶ
り
に
来
日
。
注
目
の
新
鋭 

指

揮
者
＆
ソ
リ
ス
ト
と
と
も
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
来
演
す
る
。

　

今
回
の
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
創
設
60
年
の
歴
史
を
持
つ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
、
若
手
指
揮
者
・
ソ
リ
ス
ト
と

の
共
演
だ
。
ソ
リ
ス
ト
の
イ
ヴ
ァ
ン
・
ク
ル

パ
ン
は
、
２
０
１
５
年
に
出
身
地
で
あ
る
ク

ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
最
も
優
秀
な
若
手
音

楽
家
と
し
て
賞
を
獲
り
、
２
０
１
７
年
に
ブ

ゾ
ー
ニ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。

今
後
は
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
日
本
を
含
む

ア
ジ
ア
、
南
ア
メ
リ
カ
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
耳
の
早
い
ク
ラ
シ
ッ
ク

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
注
目
し
て
お
き
た
い
、

弱
冠
22
歳
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
。

　

そ
し
て
指
揮
者
は
、
世
界
的
指
揮
者
で
あ

る
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
を
父
に
持
つ
チ
ョ

ン
・
ミ
ン
。（
叔
母
は
チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン
フ
ァ
）

２
０
０
７
年
の
指
揮
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
韓
国

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
も
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
の
共
演
ほ
か
、
活
動
が

著
し
い
。
日
本
に
お
い
て
、
海
外
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
共
演
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」序
曲
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
５
番「
皇
帝
」、交
響

曲 

第
７
番
を
届
け
る
。

　

偉
大
な
父
か
ら
受
け
継
い
だ
Ｄ
Ｎ
Ａ
と

セ
ン
ス
を
発
揮
し
、
各
地
で
好
評
を
博
し
て

い
る
、堂
々
た
る
指
揮
ぶ
り
に
期
待
し
、シ
ー

ン
の
新
風
を
体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 0 1 9  /  J U N E6月

[指揮]チョン・ミン　[ピアノ]イヴァン・クルパン　[管弦楽]イタリア交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------------
モーツァルト:歌劇「フィガロの結婚」序曲／ベートーヴェン:ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 
op.73「皇帝」／ベートーヴェン:交響曲 第7番 イ長調 op.92
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.6/6（木） 7：00PM 
S 10,000円　A 8,000円　B 6,000円　C 4,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]日本アーティストチケットセンター 03-5305-4545
[主催]日本アーティスト／ザ・シンフォニーホール

発売中

イ
ヴ
ァ
ン
・
ク
ル
パ
ン

チ
ョ
ン
・
ミ
ン

阪哲朗
©Florian Hammerich

©Kazuhiko_Suzuki

大西宇宙
©Dario Acosta

森麻季
©Yuji Hori
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